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広告掲載しませんか？

新聞に使用した記事（入札情
報除く）をホームページやブ
ログなどに利用される方は
「新潟建設新聞 提供」と入れ
ていただければ自由に使って
いただいて結構です。ご使用
の際の連絡はメールで。

新潟支局よりお知らせ

niigata@ns.nikoukei.co.jp

「新潟建設新聞」について
ご意見ご要望を
お聞かせください。
いただいたご意見ご要望は
今後の紙面づくりの参考と
させていただきます。

ＷＥＢ版アンケートは、
新潟建設新聞ホーム
ページから入れます。
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化
し
つ
つ

変
化
し
つ
つ

あ
る
衣
替
え

あ
る
衣
替
え

▼
秋
冷
の
み

▼
秋
冷
の
み

ぎ
り
、
皆
さ

ぎ
り
、
皆
さ

ま
に
お
か
れ

ま
に
お
か
れ

ま
し
て
は
ご

ま
し
て
は
ご

清
祥
の
こ
と

清
祥
の
こ
と

と
お
察
し
い

と
お
察
し
い

た
し
ま
す
―
。
９
月
の
一

た
し
ま
す
―
。
９
月
の
一

般
的
な
時
候
の
あ
い
さ
つ

般
的
な
時
候
の
あ
い
さ
つ

文
。
現
実
は
残
暑
が
続
き

文
。
現
実
は
残
暑
が
続
き

秋
の
冷
え
込
み
の
実
感
が

秋
の
冷
え
込
み
の
実
感
が

な
か
な
か
湧
か
な
い
。
気

な
か
な
か
湧
か
な
い
。
気

象
庁
の
デ
ー
タ
に
よ
る

象
庁
の
デ
ー
タ
に
よ
る

と
、
新
潟
県
に
お
け
る

と
、
新
潟
県
に
お
け
る
1010

月
の
最
高
気
温
平
均
は
、

月
の
最
高
気
温
平
均
は
、

２
０
２
４
年
が

２
０
２
４
年
が
2323
・
３
℃
、

・
３
℃
、

5050
年
前
の
１
９
７
４
年
が

年
前
の
１
９
７
４
年
が

1818
・
７
℃
で
５
℃
近
く
違

・
７
℃
で
５
℃
近
く
違

う
。
秋
の
到
来
が
昔
よ
り

う
。
秋
の
到
来
が
昔
よ
り

も
遅
く
な
っ
て
い
る
こ
と

も
遅
く
な
っ
て
い
る
こ
と

が
数
字
か
ら
分
か
る
▼
衣

が
数
字
か
ら
分
か
る
▼
衣

替
え
の
目
安
は
日
中
の
最

替
え
の
目
安
は
日
中
の
最

高
気
温
が

高
気
温
が
2020
℃
前
後
と

℃
前
後
と

な
っ
た
頃
。
か
つ
て
「
衣

な
っ
た
頃
。
か
つ
て
「
衣

替
え
」
は
、
季
節
の
変
化

替
え
」
は
、
季
節
の
変
化

に
気
付
く
風
物
詩
だ
っ

に
気
付
く
風
物
詩
だ
っ

た
。
６
月
と

た
。
６
月
と
1010
月
に
制
服

月
に
制
服

を
替
え
る
学
校
の
習
慣
も

を
替
え
る
学
校
の
習
慣
も

あ
り
、

あ
り
、
1010
月
を
境
に
装
い

月
を
境
に
装
い

が
一
気
に
秋
へ
と
変
化
す

が
一
気
に
秋
へ
と
変
化
す

る
こ
と
で
季
節
の
変
わ
り

る
こ
と
で
季
節
の
変
わ
り

目
を
感
じ
た
も
の
だ
▼
近

目
を
感
じ
た
も
の
だ
▼
近

年
は
地
球
温
暖
化
の
影
響

年
は
地
球
温
暖
化
の
影
響

で
季
節
の
境
界
が
曖
昧
に

で
季
節
の
境
界
が
曖
昧
に

な
り
つ
つ
あ
る
。
９
月
に

な
り
つ
つ
あ
る
。
９
月
に

入
っ
て
も
真
夏
日
が
続
く

入
っ
て
も
真
夏
日
が
続
く

こ
と
が
珍
し
く
な
く
な
っ

こ
と
が
珍
し
く
な
く
な
っ

た
。
た
。
1010
月
で
も
半
袖
で
過

月
で
も
半
袖
で
過

ご
せ
る
日
が
あ
る
一
方
、

ご
せ
る
日
が
あ
る
一
方
、

1111
月
に
急
激
な
寒
波
が
訪

月
に
急
激
な
寒
波
が
訪

れ
る
こ
と
も
。
気
候
の
不

れ
る
こ
と
も
。
気
候
の
不

安
定
さ
が
、
衣
替
え
の
タ

安
定
さ
が
、
衣
替
え
の
タ

イ
ミ
ン
グ
や
内
容
に
影
響

イ
ミ
ン
グ
や
内
容
に
影
響

を
与
え
て
い
る
。
伝
統
的

を
与
え
て
い
る
。
伝
統
的

な
「
一
斉
に
切
り
替
え
る
」

な
「
一
斉
に
切
り
替
え
る
」

か
ら
「
柔
軟
に
調
整
す
る
」

か
ら
「
柔
軟
に
調
整
す
る
」

へ
と
変
化
し
つ
つ
あ
る

へ
と
変
化
し
つ
つ
あ
る

▼
従
来
の
衣
替
え
は
、
夏

▼
従
来
の
衣
替
え
は
、
夏

物
を
し
ま
い
、
秋
冬
物
を

物
を
し
ま
い
、
秋
冬
物
を

一
気
に
出
す
ス
タ
イ
ル
が

一
気
に
出
す
ス
タ
イ
ル
が

一
般
的
。
し
か
し
今
は
、

一
般
的
。
し
か
し
今
は
、

気
温
の
変
動
に
合
わ
せ
て

気
温
の
変
動
に
合
わ
せ
て

段
階
的
に
衣
類
を
入
れ
替

段
階
的
に
衣
類
を
入
れ
替

え
る
「
ス
ラ
イ
ド
式
衣
替

え
る
「
ス
ラ
イ
ド
式
衣
替

え
」
が
主
流
に
な
り
つ
つ

え
」
が
主
流
に
な
り
つ
つ

あ
る
と
の
こ
と
。
半
袖
と

あ
る
と
の
こ
と
。
半
袖
と

長
袖
を
同
時
に
出
し
て
お

長
袖
を
同
時
に
出
し
て
お

き
、
日
に
よ
っ
て
選
択
す

き
、
日
に
よ
っ
て
選
択
す

る
か
た
ち
だ
▼
衣
替
え
の

る
か
た
ち
だ
▼
衣
替
え
の

変
化
は
、
温
暖
化
と
い
う

変
化
は
、
温
暖
化
と
い
う

地
球
規
模
の
問
題
が
、
生

地
球
規
模
の
問
題
が
、
生

活
に
も
密
接
に
関
わ
っ
て

活
に
も
密
接
に
関
わ
っ
て

い
る
こ
と
を
教
え
て
く
れ

い
る
こ
と
を
教
え
て
く
れ

る
。
さ
ら
に
気
候
の
不
安

る
。
さ
ら
に
気
候
の
不
安

定
さ
は
、
衣
類
だ
け
で
な

定
さ
は
、
衣
類
だ
け
で
な

く
、
食
、
住
、
働
き
方
に

く
、
食
、
住
、
働
き
方
に

も
影
響
を
及
ぼ
す
。
い
つ

も
影
響
を
及
ぼ
す
。
い
つ

も
の
衣
替
え
が
環
境
変
化

も
の
衣
替
え
が
環
境
変
化

に
気
付
く
き
っ
か
け
に
も

に
気
付
く
き
っ
か
け
に
も

な
っ
て
い
る
。

な
っ
て
い
る
。

  

（
新
潟
・
Ｙ
Ｙ
）

（
新
潟
・
Ｙ
Ｙ
）
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北
陸
地
方
整
備
局
は

北
陸
地
方
整
備
局
は
2424

日
、
２
０
２
４
年
度
の
安
全

日
、
２
０
２
４
年
度
の
安
全

管
理
優
良
受
注
者
表
彰
式
を

管
理
優
良
受
注
者
表
彰
式
を

挙
行
し
、

挙
行
し
、
2424
年
度
完
成
工
事

年
度
完
成
工
事

受
注
者
の
中
か
ら
安
全
管
理

受
注
者
の
中
か
ら
安
全
管
理

が
特
に
優
秀
で
他
の
模
範
と

が
特
に
優
秀
で
他
の
模
範
と

な
る
な
る
1515
社
が
栄
誉
に
輝
い
た

社
が
栄
誉
に
輝
い
た

＝＝
表
参
照

表
参
照
＝
。
＝
。

北
陸
地
整
の
髙
松
諭
局
長

北
陸
地
整
の
髙
松
諭
局
長

は
「
建
設
工
事
に
お
け
る
社

は
「
建
設
工
事
に
お
け
る
社

内
の
安
全
管
理
体
制
、
現
場

内
の
安
全
管
理
体
制
、
現
場

に
お
け
る
日
々
の
安
全
の
活

に
お
け
る
日
々
の
安
全
の
活

動
、
安
全
教
育
の
充
実
な
ど

動
、
安
全
教
育
の
充
実
な
ど

安
全
管
理
や
労
働
災
害
防
止

安
全
管
理
や
労
働
災
害
防
止

対
策
へ
の
取
り
組
み
が
特
に

対
策
へ
の
取
り
組
み
が
特
に

優
秀
で
あ
り
、
他
の
模
範
と

優
秀
で
あ
り
、
他
の
模
範
と

な
る
も
の
」
と
受
賞
者
の
功

な
る
も
の
」
と
受
賞
者
の
功

績
を
た
た
え
、
敬
意
を
表
し

績
を
た
た
え
、
敬
意
を
表
し

た
。
ま
た
今
年
も
地
震
や
豪

た
。
ま
た
今
年
も
地
震
や
豪

雨
災
害
が
発
生
し
て
い
る
こ

雨
災
害
が
発
生
し
て
い
る
こ

と
に
触
れ
「
６
月
に
は
第
一

と
に
触
れ
「
６
月
に
は
第
一

次
国
土
強
靱
化
中
期
実
施
計

次
国
土
強
靱
化
中
期
実
施
計

画
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
通
常

画
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
通
常

国
会
で
は
災
害
対
策
基
本
法

国
会
で
は
災
害
対
策
基
本
法

を
改
正
す
る
法
律
が
成
立

を
改
正
す
る
法
律
が
成
立

し
、
一
部
は
既
に
施
行
さ
れ

し
、
一
部
は
既
に
施
行
さ
れ

て
い
る
。
皆
さ
ま
方
と
の
災

て
い
る
。
皆
さ
ま
方
と
の
災

害
協
定
を
見
直
し
て
Ｔ
Ｅ
Ｃ

害
協
定
を
見
直
し
て
Ｔ
Ｅ
Ｃ

－－

Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
パ
ー
ト
ナ
ー

Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
広
域
的
な
被
災
応
援

と
し
て
広
域
的
な
被
災
応
援

に
も
活
動
を
展
開
で
き
る
よ

に
も
活
動
を
展
開
で
き
る
よ

う
検
討
し
て
い
る
」と
述
べ
、

う
検
討
し
て
い
る
」と
述
べ
、

協
力
を
求
め
た
。さ
ら
に「
将

協
力
を
求
め
た
。さ
ら
に「
将

来
の
担
い
手
と
な
る
若
い
人

来
の
担
い
手
と
な
る
若
い
人

た
ち
に
建
設
業
に
目
を
向
け

た
ち
に
建
設
業
に
目
を
向
け

て
も
ら
い
、
働
き
先
に
選
ん

て
も
ら
い
、
働
き
先
に
選
ん

で
も
ら
う
た
め
に
は
安
全
な

で
も
ら
う
た
め
に
は
安
全
な

職
場
、
快
適
な
労
働
環
境
で

職
場
、
快
適
な
労
働
環
境
で

あ
る
こ
と
が
大
前
提
と
い
え

あ
る
こ
と
が
大
前
提
と
い
え

る
。
日
頃
か
ら
の
地
道
な
取

る
。
日
頃
か
ら
の
地
道
な
取

り
組
み
に
加
え
、
個
々
の
現

り
組
み
に
加
え
、
個
々
の
現

場
に
応
じ
た
安
全
対
策
や
環

場
に
応
じ
た
安
全
対
策
や
環

境
改
善
が
必
要
と
さ
れ
る
な

境
改
善
が
必
要
と
さ
れ
る
な

ど
難
し
い
課
題
で
は
あ
る

ど
難
し
い
課
題
で
は
あ
る

が
、
他
の
模
範
と
し
て
今
後

が
、
他
の
模
範
と
し
て
今
後

も
率
先
し
て
取
り
組
み
を
」

も
率
先
し
て
取
り
組
み
を
」

と
要
請
し
た
。

と
要
請
し
た
。

受
賞
者
を
代
表
し
て
、
真

受
賞
者
を
代
表
し
て
、
真

柄
建
設
の
真
柄
卓
司
社
長
は

柄
建
設
の
真
柄
卓
司
社
長
は

「
本
日
、
栄
誉
あ
る
賞
を
授

「
本
日
、
栄
誉
あ
る
賞
を
授

与
い
た
だ
き
、
受
賞
者
一
同

与
い
た
だ
き
、
受
賞
者
一
同

身
に
余
る
光
栄
」
と
し
な
が

身
に
余
る
光
栄
」
と
し
な
が

ら
「
国
土
の
発
展
を
支
え
る

ら
「
国
土
の
発
展
を
支
え
る

公
共
事
業
に
従
事
す
る
者
と

公
共
事
業
に
従
事
す
る
者
と

し
て
、
こ
の
受
賞
を
大
き
な

し
て
、
こ
の
受
賞
を
大
き
な

励
み
と
し
今
後
も
安
全
第
一

励
み
と
し
今
後
も
安
全
第
一

の
理
念
の
下
、
よ
り
一
層
安

の
理
念
の
下
、
よ
り
一
層
安

全
管
理
の
徹
底
と
品
質
向
上

全
管
理
の
徹
底
と
品
質
向
上

に
努
め
、
地
域
社
会
の
発
展

に
努
め
、
地
域
社
会
の
発
展

と
国
土
強
靱
化
に
貢
献
し
て

と
国
土
強
靱
化
に
貢
献
し
て

ま
い
る
所
存
」
と
謝
辞
を
奉

ま
い
る
所
存
」
と
謝
辞
を
奉

読
し
た
。

読
し
た
。

安
全
管
理
優
良
受
注
者
表

安
全
管
理
優
良
受
注
者
表

彰
は
９
月
第
４
週
の
「
労
働

彰
は
９
月
第
４
週
の
「
労
働

災
害
防
止
週
間
」
に
合
わ
せ

災
害
防
止
週
間
」
に
合
わ
せ

て
実
施
し
て
お
り
、
本
年
度

て
実
施
し
て
お
り
、
本
年
度

はは
2424
年
度
に
完
成
し
た
７
５

年
度
に
完
成
し
た
７
５

７
件
の
工
事
受
注
者
３
１
１

７
件
の
工
事
受
注
者
３
１
１

社
の
中
か
ら
選
定
さ
れ
た
。

社
の
中
か
ら
選
定
さ
れ
た
。

表
彰
は
北
陸
地
整
発
注
工
事

表
彰
は
北
陸
地
整
発
注
工
事

の
総
合
評
価
落
札
方
式
の
評

の
総
合
評
価
落
札
方
式
の
評

価
項
目
と
し
て
活
用
さ
れ

価
項
目
と
し
て
活
用
さ
れ

る
。
る
。

総
合
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

総
合
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
の
キ
タ
ッ
ク
（
中
山
正
子

ト
の
キ
タ
ッ
ク
（
中
山
正
子

代
表
取
締
役
社
長
、
新
潟
市

代
表
取
締
役
社
長
、
新
潟
市

中
央
区
）
は
、
建
設
Ｄ
Ｘ
の

中
央
区
）
は
、
建
設
Ｄ
Ｘ
の

取
り
組
み
の
一
環
と
し
て

取
り
組
み
の
一
環
と
し
て

ボ
ー
リ
ン
グ
コ
ア
撮
影
シ
ス

ボ
ー
リ
ン
グ
コ
ア
撮
影
シ
ス

テ
ム「
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｅ（
コ

テ
ム「
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｅ（
コ

ア
ミ
）」
お
よ
び
、
土
質
判

ア
ミ
）」
お
よ
び
、
土
質
判

定
支
援
シ
ス
テ
ム
「
Ｃ
Ｏ
Ｒ

定
支
援
シ
ス
テ
ム
「
Ｃ
Ｏ
Ｒ

Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｅ
（
コ
ア
ミ
）
Ａ
Ｉ

Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｅ
（
コ
ア
ミ
）
Ａ
Ｉ  

Ｐ
ｒ
ｏ
」
を
開
発
し
た
。
誰

Ｐ
ｒ
ｏ
」
を
開
発
し
た
。
誰

で
も
簡
単
に
コ
ア
の
撮
影
が

で
も
簡
単
に
コ
ア
の
撮
影
が

で
き
、
画
像
合
成
作
業
が
ス

で
き
、
画
像
合
成
作
業
が
ス

ム
ー
ズ
に
な
る
た
め
、
作
業

ム
ー
ズ
に
な
る
た
め
、
作
業

時
間
の
大
幅
な
削
減
に
つ
な

時
間
の
大
幅
な
削
減
に
つ
な

が
る
と
と
も
に
、
技
術
者
の

が
る
と
と
も
に
、
技
術
者
の

習
熟
度
に
関
係
な
く
均
一
な

習
熟
度
に
関
係
な
く
均
一
な

土
質
判
定
が
可
能
に
な
る
。

土
質
判
定
が
可
能
に
な
る
。

コ
ア
ミ
（
本
体
）
使
用
の

コ
ア
ミ
（
本
体
）
使
用
の

メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
ボ
ー
リ

メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
ボ
ー
リ

ン
グ
コ
ア
撮
影
か
ら
撮
影

ン
グ
コ
ア
撮
影
か
ら
撮
影

デ
ー
タ
の
自
動
合
成
、
標
準

デ
ー
タ
の
自
動
合
成
、
標
準

土
色
帖
に
沿
っ
た
色
判
定
ま

土
色
帖
に
沿
っ
た
色
判
定
ま

で
の
時
間
が
、
従
来
の
１
２

で
の
時
間
が
、
従
来
の
１
２

０
分
か
ら

０
分
か
ら
1515
分
へ
と
大
幅
に

分
へ
と
大
幅
に

短
縮
さ
れ
る
。
ま
た
誰
が
撮

短
縮
さ
れ
る
。
ま
た
誰
が
撮

影
し
て
も
同
じ
品
質
で
、
か

影
し
て
も
同
じ
品
質
で
、
か

つ
天
候
や
時
間
を
問
わ
ず
均

つ
天
候
や
時
間
を
問
わ
ず
均

一
な
品
質
の
コ
ア
写
真
の
撮

一
な
品
質
の
コ
ア
写
真
の
撮

影
が
で
き
、
画
像
編
集
に
お

影
が
で
き
、
画
像
編
集
に
お

け
る
品
質
の
バ
ラ
ツ
キ
も
抑

け
る
品
質
の
バ
ラ
ツ
キ
も
抑

え
ら
れ
る
。
専
用
架
台
は
任

え
ら
れ
る
。
専
用
架
台
は
任

意
の
場
所
に
移
動
可
能
で
、

意
の
場
所
に
移
動
可
能
で
、

大
型
商
用
バ
ン
に
積
み
込
め

大
型
商
用
バ
ン
に
積
み
込
め

る
こ
と
か
ら
、
災
害
現
場
で

る
こ
と
か
ら
、
災
害
現
場
で

の
迅
速
な
調
査
な
ど
に
も
活

の
迅
速
な
調
査
な
ど
に
も
活

用
が
期
待
さ
れ
る
。
撮
影

用
が
期
待
さ
れ
る
。
撮
影

ブ
ー
ス
（
Ｈ
８
３
０
×
Ｗ
１

ブ
ー
ス
（
Ｈ
８
３
０
×
Ｗ
１

３
４
０
×
Ｄ
１
０
０
０
㎜
）

３
４
０
×
Ｄ
１
０
０
０
㎜
）

＋
専
用
架
台
＋
カ
メ
ラ
＋
Ｐ

＋
専
用
架
台
＋
カ
メ
ラ
＋
Ｐ

Ｃ
が
セ
ッ
ト
で
、
総
重
量
は

Ｃ
が
セ
ッ
ト
で
、
総
重
量
は

約約
9090
㎏
。
販
売
価
格
は
２
５

㎏
。
販
売
価
格
は
２
５

０
万
円
（
税
抜
）。

０
万
円
（
税
抜
）。

コ
ア
ミ
Ａ
Ｉ

コ
ア
ミ
Ａ
Ｉ  

Ｐ
ｒ
ｏ
は
、

Ｐ
ｒ
ｏ
は
、

従
来
は
技
術
者
の
感
覚
に

従
来
は
技
術
者
の
感
覚
に

頼
っ
て
い
た
土
質
を
Ａ
Ｉ
で

頼
っ
て
い
た
土
質
を
Ａ
Ｉ
で

判
読
し
、
土
質
区
分
基
準
に

判
読
し
、
土
質
区
分
基
準
に

準
拠
し
た
色
判
定
も
行
え
る

準
拠
し
た
色
判
定
も
行
え
る

シ
ス
テ
ム
で
、
ガ
ゾ
ウ
（
新

シ
ス
テ
ム
で
、
ガ
ゾ
ウ
（
新

潟
市
中
央
区
）
と
共
同
開
発

潟
市
中
央
区
）
と
共
同
開
発

し
た
。
月
額
サ
ブ
ス
ク
リ
プ

し
た
。
月
額
サ
ブ
ス
ク
リ
プ

シ
ョ
ン
契
約
と
な
り
、
３
Ｉ

シ
ョ
ン
契
約
と
な
り
、
３
Ｉ

Ｄ
で
月
額

Ｄ
で
月
額
1515
万
円
万
円

の
セ
ッ
ト
販
売
と

の
セ
ッ
ト
販
売
と

し
、
年
内
に
リ

し
、
年
内
に
リ

リ
ー
ス
す
る
予
定

リ
ー
ス
す
る
予
定

だ
。
だ
。昨

年
４
月
よ
り

昨
年
４
月
よ
り

シ
ス
テ
ム
の
開
発

シ
ス
テ
ム
の
開
発

を
進
め
、
現
在
は

を
進
め
、
現
在
は

キ
タ
ッ
ク
が
受
注

キ
タ
ッ
ク
が
受
注

し
た
地
質
調
査
業

し
た
地
質
調
査
業

務
で
試
験
導
入
を

務
で
試
験
導
入
を

図
っ
て
い
る
と
こ

図
っ
て
い
る
と
こ

ろ
。
今
月

ろ
。
今
月
1010
日
か
ら
熊
本
県

日
か
ら
熊
本
県

で
開
催
さ
れ
た
土
木
学
会
の

で
開
催
さ
れ
た
土
木
学
会
の

全
国
大
会
年
次
学
術
講
演
会

全
国
大
会
年
次
学
術
講
演
会

で
は
、
基
礎
研
究
の
内
容
を

で
は
、
基
礎
研
究
の
内
容
を

口
頭
発
表
し
て
お
り
、
共
同

口
頭
発
表
し
て
お
り
、
共
同

で
論
文
を
ま
と
め
た
新
潟
大

で
論
文
を
ま
と
め
た
新
潟
大

学
工
学
部
の
大
塚
悟
特
任
教

学
工
学
部
の
大
塚
悟
特
任
教

授
は
「
業
務
の
省
力
化
・
効

授
は
「
業
務
の
省
力
化
・
効

率
化
に
大
き
く
寄
与
で
き
る

率
化
に
大
き
く
寄
与
で
き
る

シ
ス
テ
ム
」
と
評
価
す
る
。

シ
ス
テ
ム
」
と
評
価
す
る
。

中
山
社
長
は
「（
今
回
の

中
山
社
長
は
「（
今
回
の

開
発
は
）
若
手
が
や
り
た
い

開
発
は
）
若
手
が
や
り
た
い

と
提
案
し
、
作
っ
て
い
る
点

と
提
案
し
、
作
っ
て
い
る
点

が
重
要
な
と
こ
ろ
。
若
い
エ

が
重
要
な
と
こ
ろ
。
若
い
エ

ン
ジ
ニ
ア
が
、何
が
必
要
で
、

ン
ジ
ニ
ア
が
、何
が
必
要
で
、

何
を
や
っ
て
い
く
こ
と
で
業

何
を
や
っ
て
い
く
こ
と
で
業

界
が
活
性
化
し
て
い
く
の
か

界
が
活
性
化
し
て
い
く
の
か

を
真
剣
に
考
え
て
き
た
成

を
真
剣
に
考
え
て
き
た
成

果
」
と
胸
を
張
る
。
事
業
推

果
」
と
胸
を
張
る
。
事
業
推

進
部
事
業
推
進
課
の
高
橋
宏

進
部
事
業
推
進
課
の
高
橋
宏

和
課
長
は
、
技
術
者
不
足
や

和
課
長
は
、
技
術
者
不
足
や

労
働
時
間
の
制
約
と
い
っ
た

労
働
時
間
の
制
約
と
い
っ
た

課
題
解
決
に
つ
な
が
る
と
し

課
題
解
決
に
つ
な
が
る
と
し

「
地
質
調
査
業
に
携
わ
る
人

「
地
質
調
査
業
に
携
わ
る
人

た
ち
が
仕
事
を
よ
り
効
率
的

た
ち
が
仕
事
を
よ
り
効
率
的

に
行
い
、
時
間
を
よ
り
有
効

に
行
い
、
時
間
を
よ
り
有
効

に
使
え
る
よ
う
な
世
界
を
実

に
使
え
る
よ
う
な
世
界
を
実

現
し
た
い
」と
話
し
て
い
る
。

現
し
た
い
」と
話
し
て
い
る
。

長
野
県
で
は
少
子
化
の

長
野
県
で
は
少
子
化
の

進
展
に
加
え
、
１
９
９
８
年

進
展
に
加
え
、
１
９
９
８
年

の
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契

の
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契

機
に
採
用
し
た
多
く
の
従
業

機
に
採
用
し
た
多
く
の
従
業

員
や
職
員
が
今
後
５
年
、

員
や
職
員
が
今
後
５
年
、
1010

年
で
退
職
す
る
こ
と
が
想
定

年
で
退
職
す
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
若

さ
れ
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
若

手
の
人
材
確
保
が
急
務
と

手
の
人
材
確
保
が
急
務
と

な
っ
て
い
る
。
毎
年
、
県
建

な
っ
て
い
る
。
毎
年
、
県
建

設
業
協
会
の
各
支
部
で
は
現

設
業
協
会
の
各
支
部
で
は
現

場
見
学
会
や
職
場
体
験
実
習

場
見
学
会
や
職
場
体
験
実
習

を
、
小
中
学
生
ま
で
対
象
を

を
、
小
中
学
生
ま
で
対
象
を

広
げ
る
な
ど
地
道
な
取
り
組

広
げ
る
な
ど
地
道
な
取
り
組

み
を
実
施
し
て
い
る
が
、
新

み
を
実
施
し
て
い
る
が
、
新

た
な
試
み
と
し
て
、
昨
年

た
な
試
み
と
し
て
、
昨
年
1212

月
に
県
建
設
部
が
音
頭
を
取

月
に
県
建
設
部
が
音
頭
を
取

り
、
首
都
圏
で
学
ぶ
学
生
な

り
、
首
都
圏
で
学
ぶ
学
生
な

ど
を
対
象
と
し
た
合
同
企
業

ど
を
対
象
と
し
た
合
同
企
業

説
明
会『
信
州
建
設
フ
ェ
ア
』

説
明
会『
信
州
建
設
フ
ェ
ア
』

を
都
内
で
開
催
し
た
。

を
都
内
で
開
催
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
首
都

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
首
都

圏
在
住
の
若
者
が
県
内
の
建

圏
在
住
の
若
者
が
県
内
の
建

設
産
業
企
業
と
交
流
し
、
そ

設
産
業
企
業
と
交
流
し
、
そ

の
特
徴
な
ど
を
知
る
こ
と

の
特
徴
な
ど
を
知
る
こ
と

で
、
長
野
県
で
暮
ら
す
・
建

で
、
長
野
県
で
暮
ら
す
・
建

設
産
業
で
働
く
と
い
っ
た
将

設
産
業
で
働
く
と
い
っ
た
将

来
の
選
択
肢
を
増
や
す
機
会

来
の
選
択
肢
を
増
や
す
機
会

を
創
出
す
る
こ
と
を
目
的
と

を
創
出
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。

し
て
い
る
。

公
募
・
抽
選
で
決
定
し
た

公
募
・
抽
選
で
決
定
し
た

建
設
・
調
査
設
計
企
業

建
設
・
調
査
設
計
企
業
1212
社社

が
出
展
し
、
建
設
産
業
の
魅

が
出
展
し
、
建
設
産
業
の
魅

力
を
Ｐ
Ｒ
し
た
ほ
か
、
中
央

力
を
Ｐ
Ｒ
し
た
ほ
か
、
中
央

工
学
校
の
松
田
正
之
校
長
、

工
学
校
の
松
田
正
之
校
長
、

県
建
設
業
協
会
の
依
田
幸
光

県
建
設
業
協
会
の
依
田
幸
光

副
会
長
、
建
設
コ
ン
サ
ル
タ

副
会
長
、
建
設
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ツ
協
会
長
野
地
域
委
員
会

ン
ツ
協
会
長
野
地
域
委
員
会

の
坪
井
利
幸
委
員
長
、
県
技

の
坪
井
利
幸
委
員
長
、
県
技

術
管
理
室
長
の
折
井
克
壽
室

術
管
理
室
長
の
折
井
克
壽
室

長
（
※
役
職
は
イ
ベ
ン
ト
当

長
（
※
役
職
は
イ
ベ
ン
ト
当

時
）
の
４
人
を
パ
ネ
ラ
ー
に

時
）
の
４
人
を
パ
ネ
ラ
ー
に

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

も
行
わ
れ
た
。

も
行
わ
れ
た
。

会
場
に
は
就
職
を
間
近

会
場
に
は
就
職
を
間
近

に
控
え
た
都
内
の
大
学
生
・

に
控
え
た
都
内
の
大
学
生
・

専
門
学
生
な
ど
約

専
門
学
生
な
ど
約
3030
人
が
来

人
が
来

場
。
各
企
業
の
ブ
ー
ス
の
ほ

場
。
各
企
業
の
ブ
ー
ス
の
ほ

か
、
重
機
操
作
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技

か
、
重
機
操
作
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技

術
な
ど
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
も

術
な
ど
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
も

用
意
し
、
県
内
の
建
設
・
調

用
意
し
、
県
内
の
建
設
・
調

査
設
計
企
業
の
魅
力
を
知
っ

査
設
計
企
業
の
魅
力
を
知
っ

て
も
ら
う
と
と
も
に
、
最
新

て
も
ら
う
と
と
も
に
、
最
新

の
建
設
産
業
の
動
向
、
建
設

の
建
設
産
業
の
動
向
、
建
設

産
業
が
地
域
で
果
た
す
役
割

産
業
が
地
域
で
果
た
す
役
割

な
ど
を
紹
介
し
た
。

な
ど
を
紹
介
し
た
。

参
加
し
た
学
生
は
「
長
野

参
加
し
た
学
生
は
「
長
野

県
の
企
業
が
一
堂
に
会
し
て

県
の
企
業
が
一
堂
に
会
し
て

い
た
の
で
、
長
野
に
出
向
か

い
た
の
で
、
長
野
に
出
向
か

ず
と
も
、
い
ろ
い
ろ
な
企
業

ず
と
も
、
い
ろ
い
ろ
な
企
業

の
特
徴
を
聞
く
こ
と
が
で

の
特
徴
を
聞
く
こ
と
が
で

き
、
将
来
の
イ
メ
ー
ジ
が
高

き
、
将
来
の
イ
メ
ー
ジ
が
高

ま
っ
た
」。
ま
た
、
同
伴
の

ま
っ
た
」。
ま
た
、
同
伴
の

保
護
者
か
ら
は
「
建
設
産
業

保
護
者
か
ら
は
「
建
設
産
業

は
現
場
だ
け
で
は
な
く
調
査

は
現
場
だ
け
で
は
な
く
調
査

や
設
計
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

や
設
計
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

職
種
が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま

職
種
が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま

し
た
」
な
ど
の
声
が
あ
り
好

し
た
」
な
ど
の
声
が
あ
り
好

評
だ
っ
た
。

評
だ
っ
た
。

出
展
し
た
企
業
か
ら
は

出
展
し
た
企
業
か
ら
は

「
会
社
説
明
会
な
ど
を
積
極

「
会
社
説
明
会
な
ど
を
積
極

的
に
開
催
し
て
い
る
が
、
若

的
に
開
催
し
て
い
る
が
、
若

手
の
人
材
確
保
は
難
し
い
」

手
の
人
材
確
保
は
難
し
い
」

と
苦
慮
す
る
一
面
を
見
せ
つ

と
苦
慮
す
る
一
面
を
見
せ
つ

つ
も
「
こ
の
よ
う
な
フ
ェ
ア

つ
も
「
こ
の
よ
う
な
フ
ェ
ア

は
貴
重
な
機
会
な
の
で
、
ま

は
貴
重
な
機
会
な
の
で
、
ま

た
参
加
し
た
い
」
と
好
感
触

た
参
加
し
た
い
」
と
好
感
触

だ
っ
た
。

だ
っ
た
。

所
管
の
建
設
政
策
課
技

所
管
の
建
設
政
策
課
技

術
管
理
室
で
は
、
本
年
の
開

術
管
理
室
で
は
、
本
年
の
開

催
に
つ
い
て
「
多
く
の
人
が

催
に
つ
い
て
「
多
く
の
人
が

参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、

参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、

昨
年
と
は
少
し
タ
ー
ゲ
ッ
ト

昨
年
と
は
少
し
タ
ー
ゲ
ッ
ト

層
を
変
え
る
な
ど
工
夫
す
る

層
を
変
え
る
な
ど
工
夫
す
る

予
定
。
人
材
確
保
に
特
効
薬

予
定
。
人
材
確
保
に
特
効
薬

は
な
い
の
で
、
継
続
し
て
取

は
な
い
の
で
、
継
続
し
て
取

り
組
み
、認
知
度
を
上
げ
て
、

り
組
み
、認
知
度
を
上
げ
て
、

が
ん
ば
っ
て
い
る
県
内
建
設

が
ん
ば
っ
て
い
る
県
内
建
設

産
業
の
魅
力
を
県
外
の
方
に

産
業
の
魅
力
を
県
外
の
方
に

も
伝
え
て
い
き
た
い
」
と
話

も
伝
え
て
い
き
た
い
」
と
話

す
。
す
。少

子
化
に
よ
り
若
年
層

少
子
化
に
よ
り
若
年
層

の
確
保
は
ど
の
産
業
で
も
喫

の
確
保
は
ど
の
産
業
で
も
喫

緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

建
設
産
業
は
、
地
域
の
守
り

建
設
産
業
は
、
地
域
の
守
り

手
で
あ
り
、
イ
ン
フ
ラ
の
整

手
で
あ
り
、
イ
ン
フ
ラ
の
整

備
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
担

備
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
担

う
、
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な

う
、
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な

い
産
業
の
一
つ
。
３
Ｋ
の
負

い
産
業
の
一
つ
。
３
Ｋ
の
負

の
イ
メ
ー
ジ
を
脱
却
し
、
新

の
イ
メ
ー
ジ
を
脱
却
し
、
新

し
い
建
設
産
業
を
築
く
新
４

し
い
建
設
産
業
を
築
く
新
４

Ｋ
（
給
与
・
休
暇
・
希
望
・

Ｋ
（
給
与
・
休
暇
・
希
望
・

か
っ
こ
い
い
（
き
れ
い
））

か
っ
こ
い
い
（
き
れ
い
））

を
定
着
さ
せ
る
こ
と
が
当
面

を
定
着
さ
せ
る
こ
と
が
当
面

の
課
題
と
な
り
、
関
係
機
関

の
課
題
と
な
り
、
関
係
機
関

の
活
発
な
取
り
組
み
に
期
待

の
活
発
な
取
り
組
み
に
期
待

し
た
い
。

し
た
い
。

新
４
Ｋ
の
定
着
が
急
務

新
た
な
試
み
都
内
で
フ
ェ
ア

『
建
設
業
の
人
手
不
足
』

長
野
県

「
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｅ
」
開
発

キタック

ボ
ー
リ
ン
グ
コ
ア
撮
影
シ
ス
テ
ム

中山社長

大
型
商
用
バ
ン
に
積
み
込
む
こ
と
も

で
き
る
「
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｅ
」
本
体

北陸地整

25
年
度
安
全
優
良
受
注
者

15
社
が
表
彰
の
栄
誉

№ 受注者名 本店所在地 推薦事務所

1 ㈱曙建設 長岡市 信濃川河川事務所

2 射水工業㈱ 富山県射水市 富山河川国道事務所

3 大高建設㈱ 富山県黒部市 黒部河川事務所

4 小柳建設㈱ 三条市 阿賀野川河川事務所

5 ㈱加藤組 村上市 飯豊山系砂防事務所

ショーボンド
建設㈱

7 世紀東急工業㈱ 東京都港区 高田河川国道事務所

8 大成ロテック㈱ 東京都新宿区 羽越河川国道事務所

9 ㈱谷村建設 糸魚川市 高田河川国道事務所

10 中信建設㈱ 長野県千曲市 千曲川河川事務所

立山砂防事務所
伏木富山港湾事務所

12 ㈱廣瀨 新潟市西区 信濃川下流河川事務所

13 ㈱北都組 石川県金沢市 金沢港湾・空港整備事務所

14 本間道路㈱ 新潟市中央区 長岡国道事務所

15 真柄建設㈱ 石川県金沢市 金沢河川国道事務所

2025年度 安全管理優良受注者一覧

※受注者50音順

11 富山県砺波市砺波工業㈱

6 東京都中央区 新潟国道事務所

整備局幹部と受賞者で記念撮影

yagi_rentarou
多角形


